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定年退職にあたっての感謝
野　 口　　 薫
　中央大学には二度，拾って頂いた，という気がしております。一度目
は，日本中が 70年安保の学生紛争で荒れた後のこと，事務助手として務
めていた母校国際基督教大学（小さな大学でしたがここも機動隊が入るな
ど大荒れに荒れました）を辞めて行き場を失っていた私を大学院に受け入
れて頂いた時です。ともかく勉強がしたかったので，本があり，専門の先
生方がいらっしゃる所に居られることが有り難く，夢中で勉強しました。
　二度目は，DAAD奨学金を得ての留学中にお話があり，1976年，文学
部の専任講師として採用して頂いた時です。当時はまだお茶の水に校舎が
あり，個人研究室などはなくて共同研究室があるのみ。つい二年前までお
教えを頂いていた高橋健二先生，橋本文夫先生，福田宏年先生，山口四郎
先生など偉い先生方と，なんと同じ部屋で机を並べることになったので
す。でもこれが正直のところ本当に怖かった！　向かい合わせの机で，先
生方がそれぞれ黙って本に目を落としておられて，しんと静まり返ってい
る，その部屋の空気が怖かったのです。2年近くドイツで暮らして，ほと
んど絶え間なくと言ってよいほど，常に言葉を交わすことによって人とコ
ミュニケーションを取っていた私は，この沈黙をどう解釈してよいか分か
らずに，ともかく怖かった。駆け出しの教師で何事にも自信がなかったの
で，私が何か間違いをしたのだろうか，先生方は私に何かご不満をお持ち
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なのだろうか，などと気をまわして不安だったのです。その後，大分経っ
た後でも，採用人事の時などに福田先生が「いや，人を採る時は余程，慎
重でなくてはいけません，婦女暴行事件でも起こしてくれない限り，辞め
てもらうわけにはゆかないのですからね」などと迫力のある声で仰って，
研究室構成員一同の顔をギロリと見まわされると，ひょっとして私のよう
な者を採用したのは間違いであったと後悔しておられるのだろうか，と，
縮みあがったものです。
　そんな私が，無能無才のまま，いつの間にか 36年も勤めさせて頂いた
ことになります。上に挙げた先生方のほか，生松先生，松本先生，小塩先
生，五十嵐先生，安井先生，前野先生など諸先輩先生，他学部のドイツ学
会の先生方にも，また後から独文に入って来られた三冨，高橋，縄田，林
先生など，若い同僚の皆さんにも，本当にお世話になりました。初代ドイ
ツ人講師ヒレンブラント夫妻，メニング氏，現同僚のデトレフス氏，また
中大の学生を愛し，時間と労力を惜しむことなく，ドイツ語授業，統一試
験，合宿などを一緒に作って来て下さったドイツ人・日本人の非常勤の先
生方とは，忘れ難い思い出が山のようにありますね。有難うございまし
た。
　そしてこの間，教室の中だけでなく，オリエンテーションや夏の合宿な
どで接して来た沢山の学生たちにも，私は心から感謝しています。私が彼
らに教えることができたのはドイツ語の初歩に過ぎず，文学の妙味を伝え
るなどは本当のところ全くできませんでした。彼らはしかし私よりたい
てい大人でした。だから迂闊で忘れンボでドジな教師を彼らなりの優し
さ，おおらかさで受け入れ，労わって庇って育ててくれたのです。ひとつ
だけ例を挙げます。中大がまだ日光に寮を持っていた頃のことですが，私
の発案でこの日光学生寮で「独文合宿」をしました。初めてのことだった
ので，100人近い学生が来たと思います。「そう，それではこれから外に
出て，湖畔で，みんなで歌でも歌いましょう！」と私が言い，用意した歌
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のプリントを抱えて先頭に立ち，一同，ぞろぞろと湖の方に歩きだしまし
た。その時，テープレコーダーを運んでくれていた院生がふと私に聞くの
です。「先生，コンセントはどこでしょう？」―どこかに車でも置いて
あってそこから電源を取る算段になっていると彼は考えたのですね。私に
はむろんそこまでの知恵はありませんでした。でも彼の問いには皮肉な調
子は全くなかったのです。
　中大生についてもうひとつ賛辞を述べて置きたいと思います。90年代，
河口湖畔で行っていた夏の合宿の最後の夜，キャンプファイアーを焚いて
花火をするのが恒例でした。翌朝，福田宏年先生が独特の調子で私に仰っ
たものです。「いや，今，湖畔を散歩して来たんだが，昨晩，火を焚いた
あたり，花火のかすはおろか，マッチ一本，落ちていませんでしたよ。立
派なものですね。ドイツ語なんかできたってできなくたっていい，このま
まで，全員，いい社会人になれますよ。」―会場の設営，食事のテーブ
ルの準備・後片づけ，コンパのつまみの仕入れ，打ち上げの宴会や花火の
後の片づけや掃除，すべて，誰が誰に命令するのでもなく，ごく自然に皆
が協力し合って流れるようにスムーズに見事にやってくれる，それが合宿
でした。今年，栃木県矢板での私にとって最後の合宿もそうでした。みん
な本当に有難う！　それぞれの場所で，元気に立派にやっていて下さるこ
と，これからもやって行って下さることを祈り，また信じています。
